
三重県伊賀市
事業名称：空き家対策包括連携ネットワーク事業

○ 多用途での活用が可能な「空き家ストックバンク」構築のため、空き家の流通可否判定手法の構築と現地調査の実施

○ 利用者の安心を保障することを目的とした官民連携によるワンストップサポート

１．所有者情報の外部提供の流れ

三重県宅地建物取引業協会
全日本不動産協会三重県本部
三重県建築士事務所協会
三重県不動産鑑定士協会
三重県建設業協会
三重県司法書士会
三重県土地家屋調査士会

空き家
所有者

②同意書の記入・提出

行政の所有する空き家所有者情報の活用

行政

①提供情報の種類・情報提供先か
らの接触についての意向確認

空き家ストック
バンク※1

＝

包括連携協定締結団体

④情報の外部提供※2

⑥空き家所有者への接触・相談対応（市職員との共同）※2

○ ストックバンク登録物件のうち、物件情報は協定締結団体と共
有し移住希望者等への物件紹介に活用

○ 所有者および空き家の利用希望者からの相談に応じて、市と
民間事業者がチームで対応

○ 取組に参加する事業者は登録制。登録事業者に各団体が輪
番で相談対応する案件を割り振り

○ 各団体とは包括協定のほか個別業務に関する協定を締結

３．民間事業者への情報提供における取り決め等

【伊賀市】
○ 所有者への情報提供意向確認、接触・相談対応
○ 空き家データベース（ストックバンク）の作成、管理
○ 空き家利活用希望者への接触・相談対応
○ 空き家所有者情報の外部提供（利活用希望があった場合）
【民間事業者団体】
○ 取組に賛同する登録事業者のとりまとめ
【登録事業者】

○ 情報提供を受けた空き家所有者、空き家利活用希望者への
接触・相談対応（伊賀市職員との協働）

２．情報提供における官民の役割

※1 空き家ストックバンク登録情報は、物件情報のみ各団体加盟事業者（登録事業者のみ）と共有し、移住希望者等への物件紹介に活用
※2 ③以降は、ストックバンク登録物件申し込みがあってからの情報提供フロー

（対象とする空き家：空き家実態調査、流通可否判調査で把握した流通可能な空き家）

各団体加盟
事業者（登
録事業者の
み）

⑤情報の外部
提供、事業者
の指名･登録
※2

③ストックバンクへの物件登録

西日本旅客鉄道株式会社
一般社団法人ノオト

空き家再生等事業協定・提携団体



４．事業における特徴・成果

事業名称：空き家対策包括連携ネットワーク事業

三重県伊賀市

移住･
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型
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【データベース構築までの流れ】

空き家調査

空家等判定
活用判定

所有者等意向
調査

外部情報提供
同意書

物件情報

所有者意向情報

空き家活用カルテ

伊賀流空き家バンク「ストックバンク」

特定空家等は改善を促し
改善後、活用意向調査

【伊賀流空き家バンク「ストックバンク」の構築と活用】

○ 伊賀市では、専門分野毎に業務協定を締結する団体と協働し、移住･定住希望者や空き家所有者等の相談対応を行っている。

○ 空き家所有者の意向に基づき、流通可能な空き家のデータベースを協定締結団体と共有することで、官民一体の空き家利活用

の促進を図る。

○ データベースは「空き家活用カルテ」「個人情報」で構成されており、協定締結団体は「空き家カルテ」に基づき、移住希望者への

物件紹介等を行う。「個人情報」は、利用検討の進捗段階に応じて提供することとしている。

【データベースの活用】

・移住・定住活用型
・地域活性化型



４．事業における特徴・成果

【空き家の流通可否の判定】

○ 協定を締結している三重県建築士事務所協会と連携し、過年度までの実態調査で判明している建築物及び新規通報空き家を対

象に、外観目視での調査を行った。

○ 調査結果を6要素に分類して評点を計算し、物件状況を6段階で評価した。評価結果は「空き家活用カルテ」に掲載し、協定締結
団体と共有する。

事業名称：空き家対策包括連携ネットワーク事業

外観目視調査の結果か
ら、「利用可否」「安全
面」「人気」「歴史性」「状
態」「アクセス」のそれぞ
れの評点を計算、総合
的な利用可否を6点満
点で判定

【意向確認調査および同意書取得件数の結果】
調査結果：空き家活用判定カルテ調査対象2,226棟、うち活用意向
調査対象1,389棟（既に活用済、解体済のもの等を除く）
活用意向調査状況：発送件数500回、収件数196、うち同意件数57

・空き家活用判定カルテ（調査用）【空き家活用カルテ】

三重県伊賀市

・空き家活用意向調査

空き家所有者の意
向調査結果から、活
用希望内容を記載

外観目視での調査事項の例

-外観改修の要否
-構造的な耐力
-造りの状況
-歴史性を感じる建物か
-建物へのアクセス
-前面道路の利便性
-駐車場
-道からの視認性
-まちなみ景観構造的な耐力

所有者から把握する事項の例
-放置年数
-居住予定
-家財の状況
-仏壇･位牌等の有無
-活用意向の有無
-希望する活用方法


